
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

□体験、地域、人を大切にして 
今年も太田ふれあい学習発表会をご参観いただき、ありがとうございました。太田小学校のふ

れあい学習では、それぞれの学年でテーマを決めて取り組んでいますが、自分の体験を通して気

付いたこと、地域（太田の町）の特徴や人のこと、これからの地域の防災や町づくりのこと等、

一人一人の生活とのつながりを意識して取り組んでいます。発表会の後もふれあい学習は続きま

すので、その後の進み具合についても、子どもたちに聞いていただけるとありがたいです。 

 
□タブレットPCを「目的や場面に応じて」活用する学びへ 

４月に実施した、全国学力・学習状況調査の児童質問紙調査に次のような設問がありました。 
 
「５年生までに受けた授業で、PC、タブレットなどのICT機器を、どの程度使用しましたか」 
 
「ほぼ毎日」または「週３回以上」と回答した児童は、全国平均では62.4％で、香川県の平均 

は全国を約15ポイント下回っていました。（本校は、香川県よりも２ポイント程度下回っていま 

した。） 

最近の各教科等の授業では、様々な場面で電子 

黒板やタブレットPC等のICT機器を使っています。 

例えば、タブレットPCを用いた学習では、教員が 

電子黒板を操作して学習シート（ワークシートの 

ようなもの）を配ります。子どもたちは学習シー 

トに線を引いたり文字を書き込んだりして考えを 

深めたり、タブレットPCの画面を見せ合いながら 

ペアやグループで交流したりします。一人一人の 

意見を電子黒板で集約して、意見の違いや共通点 

について確認することもあります。学習内容のま 

とめに向けては、タブレットPCを使って写真や動 

画を撮影し、それらを素材として発表用の資料を 

作成することもあります。 

一方で、鉛筆と紙のノートを使って自分の意見 

を書き出し、友だちと見せ合ったり意見をもらっ 

たりすることで、考えを深めていく場面も多くあ 

ります。グループで交流する際は、ノートを見せ 

合うだけでなく、一人一人の考えや大切だと思う 

言葉を付箋紙に書いて大きめのホワイトボードな 

どに張り出し、分類や比較などの操作を通して考 

えを深めたりまとめたりします。 

どちらの学習方法にもよさがあり、子どもたち 

は熱心に取り組んでいます。タブレットPCを用い 

ることで、できることが増えてとても便利になっ 

ていますし、子どもたちのタブレットPC活用の力 

も大きく伸びていますが、全ての学習活動につい 

て、タブレットPCを用いることが効果的かというとそうでもないのではないかと感じることがあ

ります。大切なのは、各学年の学習内容に合わせつつ、目的や場面に応じて活用することだと思

います。今後、学習者用デジタル教科書をタブレットPCで使用するようになれば、これまで以上

にタブレットPC等のICT機器を活用する学びが多くなると考えられますので、子どもたちのICT機

器活用能力を育てつつ、効果的な活用について考えていきたいと思います。 
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